
関
門
海
峡
見
学

１
月
３
０
日
８
時
下
関
沖
か

ら
抜
錨
後
、
神
海
丸
が
関
門
海

峡
を
通
航
し
ま
し
た
。
生
徒
は

朝
食
後
、
コ
ン
パ
ス
デ
ッ
キ
に

集
合
し
通
航
の
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
。
こ
の
時
、
関
門
海
峡

で
は
東
流
２
ノ
ッ
ト
の
潮
流
が

あ
り
、
神
海
丸
の
船
速
と
合
わ

さ
っ
て
１
５
ノ
ッ
ト
を
超
え
る

早
さ
で
通
航
し
ま
し
た
。
導
灯

や
潮
流
信
号
所
な
ど
の
船
舶
運

航
上
重
要
な
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
州
と
九

州
を
結
ぶ
関
門
橋
や
、
宮
本
武
蔵
と
佐
々
木
小
次
郎
の
決

闘
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
巌
流
島
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た

そ
の
後
、
偶
然
に
も
ド
ッ
ク
帰
り
の

フ
ェ
リ
ー
お
き
と
行
き
会
い
ま
し

た
。

化
粧
直
し
を
し
た
船
体
は
白
く
輝
い

て
い
ま
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
山
口
県
柳
井
市
の
ド
ッ
ク
に
入
る

そ
う
で
、
次
は
フ
ェ
リ
ー
し
ら
し
ま

が
入
渠
し
ま
す
。

一
言
コ
メ
ン
ト
「
デ
ッ
キ
編
」

海
洋
観
測

２
月
２
日
よ
り
連
続
海
洋
観
測
が
始

ま
り
ま
し
た
。
１
日
に
４
回

（
０
・

０
６
・
１
２
・
１
８
時
）
合
計
２
０

回
、
操
業
中
は
投
縄
終
了
後
に
お
こ

な
い
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｄ
と
い
う
測
器
を
水
深
１
０

５
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
沈
め
測
定
し
ま

す
。
１
メ
ー
ト
ル
毎
の
水
温
・
塩
分

の
鉛
直
分
布
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
専
攻
科
生
は
機
械
の
操
作
や
船

の
発
停
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
毎
日
緊
張
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

操
業
準
備

。

Ｔ
・
Ｕ

船
酔
い
『
０
』
三
半
規
管
狂
い
ま
し
た
。

Ｒ
・
Ｏ

お
父
様
お
母
様
に
早
く
お
会
い
し
た
い
で
ず
。

Ｙ
・
Ｔ

早
く
電
波
を
拾
い
た
い
が
全
然
ラ
イ
ン
来
な
く

て
ガ
ッ
カ
リ
し
ま
す
。
武
田
で
す
。
・

Ｋ
・
Ｋ

ハ
ワ
イ
に
行
っ
て
望
遠
鏡
で
谷
間
を
見
た
い
。

航
海
中
の
主
な
作
業
は
漁
具
製
作
で

Ｒ
・
Ｔ

得
意
な
仕
事
は
皿
洗
い
。

す
。
釣
り
針
付
け
、
ブ
ラ
ン
作
り
、

Ｓ
・
Ｔ

早
く
友
達
に
会
い
た
い
。

組
み
立
て
の
順
に
お
こ
な
い
約
１
７

Ｙ
・
Ｓ

日
付
変
更
線
一
番
に
通
過
し
ま
し
た
。

０
０
本
の
仕
掛
け
を
完
成
さ
せ

Ｄ
・
Ｆ

帰
っ
た
ら
軽
自
動
車
を
家
の
前
に
置
い
と
い
て

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
作
っ
た

く
だ
さ
い
。

道
具
で
大
マ
グ
ロ
が
釣
れ
る
の

Ｋ
・
Ｋ

航
海
士
の
金
の
卵
。

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
・
Ｙ

ハ
ワ
イ
に
行
っ
て
少
し
で
も
体
を
休
め
た
い
。

Ｍ
・
Ｈ

ハ
ワ
イ
の
女
の
子
を
見
る
た
め
に
頑
張
る
ぞ
。

専攻科

神
海
丸
通
信

神
海
丸
通
信
１

神
海
丸
の
一
日

●
６
時
３
０
分
・
・
・
起
床
・
点
呼

起
床
後
デ
ッ
キ
に
集
合
し
、
人

数
確
認
や
体
調
の
確
認
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体

操
で
１
日
が
始
ま
り
ま
す
。

●
６
時
５
０
分
・
・
・
朝
食

毎
朝
お
い
し
い
朝
食
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
定
番
の
メ
ュ
ー
は
焼
き
魚
で
す
。

●
８
時
０
０
分
・
・
・
掃
除

分
担
し
て
船
内
を
清
掃
し
ま
す
。

●
８
時
３
０
分
・
・
・
作
業

延
縄
実
習
に
向
け
て
漁
具
の
作
成
を
行
っ
た
り
デ
ッ

キ
の
清
掃
、
船
体
整
備
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
１
２
時
０
０
分
・
・
・
昼
食

●
１
３
時
０
０
分
・
・
・
学
習

海
技
士
の
資
格
取
得
に
向
け
て
学
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
約
２
時
間
学
習
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
１
７
時
３
０
分
・
・
・
夕
食

陸
上
と
比
べ
る
と
少
し
早
い
時
間
の
夕
食
で
す
が
、

船
で
は
こ
の
時
間
が
一
般
的
で
す
。
。

●
２
０
時
３
０
分
・
・
・
点
呼

翌
日
の
日
程
や
体
調
の
確
認
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
２
２
時
０
０
分
・
・
・
消
灯

就
寝

当
直
・
食
当

船
を
安
全
に
運
行
す
る
た
め
の
実
習
と
し
て
、
生
徒

が
一
人
ず
つ
、
４
時
間
交
代
で
航
海
当
直
・
機
関
当
直

を
、
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
航
海
当
直
で
は
、
周
囲
の

見
張
り
や
船
位
の
測
定
、
操
舵
な
ど
を
お
こ
な
い
、
機

関
当
直
で
は
、
機
関
の
点
検
・
整
備
、
航
海
機
器
の
監

視
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
番
制
で
食
当
が
あ
り
司
厨
長
の
指
導
の

下
、
食
事
の
準
備
、
片
付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。


